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　　　　　　　　　　　　東京医科大学動物実験指針
　序論
　動物実験，すなわち教育および研究の目的に動物を利用することは，医学の進歩にとっ
て重要な手段の一つである．その際，動物に何らかの処置を施さねばならず，動物福祉に
対する実験者の倫理感が要求される．
　我国では，これまで実験動物の保護，飼育および保管に関するいくつかの法律や基準が
示され，動物愛護と実験者の良心に基づき研究が進められ，多大の成果を上げてきた．
　近年，欧米諸国では旧来の人間の側からみた動物愛護・保護にとどまらず，動物の立場
に立ってその福祉（Animal　welfare），さらには権利をも配慮した観点からの強い社会的
要求があり，動物実験に関しても厳しい法的規制が加えられるようになった．
　動物実験に対するこのような国内外の情勢と本学の実情を踏まえ，ここに動物保護に関
する法規を遵守しつつ動物福祉を配慮した適正な動物実験を実施するため，「東京医科大
学動物実験指針」を策定する．
　1．目　的
　本指針の目的は，東京医科大学（大学キャンパス，大学病院，霞ヶ浦病院，八王子医療
センター．以下「本学」という．）において，科学的かつ動物福祉の精神に沿った動物実験
が実施されることにある．
　2．適用範囲
　本指針は，本学において実施される動物実験，使用される実験動物に適用される．本指
針でいう動物実験とは，医学の教育および研究などのために実験動物を用いることであ
り，実験動物とは，動物実験のために本学に導入された時点から実験終了までの脊椎動物
を指す．
　3．研究等実験動物の取り扱いに関する委員会（略称：動物実験委員会，以下「委員会」
　という．）
　本指針が適正かつ円滑に運営されるために，本学の4キャンパスにそれぞれ委員会を置
く．委員会は，動物実験計画に対して助言と指導を行うとともに，これを審査し，承認す
る．さらに，委員会は，動物実験が適正に遂行されるよう監視し，動物福祉上の問題が生
じる恐れがある実験に対しては，必要に応じて計画の変更および継続中の実験の停止を求
めることができる．委員会に関する規定は別に定める．
　4．実験動物の飼育および動物実験の実施場所
　本学における実験動物の飼育および動物実験の実施場所は，各キャンパスの委員会が認
める区域とする．実験動物の飼育に当たっては，動物に適切な環境を提供するよう施設の
整備を図らなければならない．
　5．実験者の義務
　実験者は，動物実験計画の立案に際して，動物福祉の精神に則り，動物実験：の範囲を，
目的達成に必要な最少限度にとどめるため，適正な供試動物の選択，実験方法の検討を行
うと共に，適正な動物実験に必要な飼育環境などの条件を確保しなければならない．さら
に，各キャンパスの委員会が規定する動物実験計画書を委員会に提出し，その承認を求め
なければならない．
　6．動物実験の実施者および実験動物の飼育管理者
①動物実験は，委員会から許可された実験者が行うか，または，その実験者の指示の下
でなければ実施してはならない．
②実験動物の飼育管理は，飼育管理技術職員，実験者あるいは実験者の指示を受けた者
が担当しなければならない．
③実験者，飼育管理技術職員は，互いに協力して適切な飼育管理と処置後の動物の観察
を行わなければならない．
　7．供試動物の選択
　実験者は，供試動物の選択に当たって，実験目的に適した動物種の選定，実験成績の精
度および再現性を左右する供試動物の数，遺伝学的，微生物学的品質ならびに飼育条件を
考慮しなければならない．
　8．動物実験の実施ならびに終了
　実験者は，動物実験に際して動物福祉の観点に立って実験を進め，動物に無用な苦痛を
与えないよう実験手技上の配慮をしなければならない．実験終了後，動物を処分する場合
には「実験動物の飼育および保管等に関する基準」（昭和55年）に定められているところ
に従い，速やかに安楽死させなければならない．
　9．安全管理
　ラジオアイソトープを扱う動物実験，組み替えDNAの個体レベルでの動物実験，ある
いは病原体を扱う動物実験においては，本指針を遵守するとともにそれぞれの定められた
規定に従うものとする．
　10．本指針の改廃
　本指針の改廃は，4キャンパスの委員会の審議を経て，教授会の承認を得て行う．
　付　則
　本指針は，平成2年10月17日から施行する．
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